
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

土

壌

汚

染

対

策

法

に

基

づ

く

形

質

変

更

時

要

届

環

境

管

理

課

出

区

域

の

指

定

の

全

部

解

除

○

身

体

障

害

者

手

帳

交

付

の

た

め

の

診

断

を

す

る

障

害

福

祉

課

医

師

の

指

定

及

び

辞

退

○

徴

収

事

務

の

委

託

警

察

本

部

会

計

課

【

公

告

】

○

岡

山

県

自

然

環

境

保

全

審

議

会

か

ら

の

答

申

自

然

環

境

課

○

落

札

者

等

の

決

定

農

政

企

画

課

○

〃

畜

産

課

○

基

本

測

量

の

終

了

監

理

課

○

公

共

測

量

の

実

施

〃

○

公

共

測

量

の

終

了

〃

岡

山

県

公

報

令和５年９月２６日 第１２５３５号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
七
十
一
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二

（

「

」

。
）

十
九
年
岡
山
県
告
示
第
百
六
号
に
よ
り
指
定
し
た
区
域

以
下

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

と
い
う

の
全
部
に
つ
い
て
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
五
年
九
月
二
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
を
解
除
す
る
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

津
山
市
小
桁
字
大
道
ノ
下
四
○
一
番
三
の
一
部

（

。

「

」

。
）

二

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則

平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号

以
下

規
則

と
い
う

第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類

鉛
及
び
そ
の
化
合
物
、
砒
素
及
び
そ
の
化
合
物
並
び
に
ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物

ひ

三

規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類

鉛
及
び
そ
の
化
合
物

四

指
定
を
解
除
す
る
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
に
お
い
て
講
じ
ら
れ
た
実
施
措
置

土
壌
汚
染
の
除
去

令和５年９月２６日　岡山県公報　第１２５３５号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
七
十
二
号 

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
の
た
め
の
診
断
を
す
る
医
師
を
令
和
五
年
九
月
十
九
日
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。
ま
た
、

同
項
の
指
定
を
受
け
た
次
の
医
師
に
つ
い
て
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
七
十
八
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。 

令
和
五
年
九
月
二
十
六
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 
 

 

一 

指
定
し
た
医
師 

 
 

指
定
医
師
名 

 
 

 
 

 
 

診 

療 

科 

目 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

医
療
機
関
の
名
称 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

所 

在 

地 

 

竹 

内 

研 
一 

 
 

 
 

肢
体
不
自
由
、
心
臓 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

一
般
社
団
法
人
共
愛
会
芳
野
病
院 

 
 

 
 

 

苫
田
郡
鏡
野
町
吉
原
三
一
二 

 

三 

宅 

剛 

司 
 

 
 

 

肢
体
不
自
由
、
心
臓
、
呼
吸
器 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

ハ
ー
ヴ
ィ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 
 

 
 

 
 

 

玉
野
市
東
高
崎
二
四
―
八 

二 

指
定
を
辞
退
し
た
医
師 

 
 

指
定
医
師
名 

 
 

 
 

 
 

診 

療 

科 

目 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

医
療
機
関
の
名
称 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

所 

在 

地 

 

今 

井 

俊 

道 
 

 
 

 

肢
体
不
自
由
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
小
腸 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

一
般
社
団
法
人
共
愛
会
芳
野
病
院 

 
 

 
 

 

苫
田
郡
鏡
野
町
吉
原
三
一
二 

令和５年９月２６日　岡山県公報　第１２５３５号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
七
十
三
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

徴
収
の
事
務
を
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

令
和
五
年
九
月
二
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

委
託
し
た
事
務
の
内
容

岡
山
県
内
の
各
自
動
車
教
習
所
に
お
け
る
手
数
料
に
係
る
徴
収
の
事
務

二

委
託
し
た
収
入
の
種
類

岡
山
県
内
の
各
自
動
車
教
習
所
に
お
い
て
徴
収
す
る
手
数
料

三

委
託
を
受
け
た
者
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

所
在
地

一
般
財
団
法
人
岡
山
県
交
通
安
全
協
会

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四
番
地
三

ウ
エ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
興
業
株
式
会
社

岡
山
市
中
区
清
水
四
一
八

株
式
会
社
倉
敷
自
動
車
教
習
所

倉
敷
市
中
島
二
二
三
六

一
〇
〇

－

株
式
会
社
大
和

兵
庫
県
姫
路
市
書
写
二
〇
八
一

三

－

株
式
会
社
岡
山
自
動
車
教
習
所

岡
山
市
中
区
土
田
三
二
〇

株
式
会
社
ク
ラ
ボ
ウ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

倉
敷
市
北
浜
町
六
番
一
号

株
式
会
社
Ｎ
Ｈ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

千
葉
県
市
原
市
八
幡
海
岸
通
一

株
式
会
社
旭
東
自
動
車
教
習
所

瀬
戸
内
市
邑
久
町
豆
田
一
〇
八
三
番
地

株
式
会
社
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
Ａ
Ｌ

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ

高
梁
市
正
宗
町
一
九
〇
五

学
校
法
人
津
山
基
督
教
学
園

津
山
市
沼
一
二
四

株
式
会
社
勝
英
自
動
車
学
校

勝
田
郡
勝
央
町
平
一
二
二
七
番
地
の
六

株
式
会
社
稲
荷
自
動
車
教
習
所

岡
山
市
北
区
小
山
五
四
四

株
式
会
社
新
見
自
動
車
教
習
所

新
見
市
西
方
二
九
二
九
番
地
の
二

株
式
会
社
総
社
自
動
車
教
習
所

総
社
市
秦
五
六
九

株
式
会
社
岡
山
も
も
た
ろ
う
自
動
車
学
校

岡
山
市
中
区
藤
崎
六
二
二

四

－

四

委
託
を
受
け
た
事
務
を
行
う
場
所

令和５年９月２６日　岡山県公報　第１２５３５号



自
動
車
教
習
所
の
名
称

自
動
車
教
習
所
の
所
在
地

岡
山
自
動
車
学
校

岡
山
市
中
区
円
山
六
四
六

備
前
自
動
車
備
前
教
習
所

備
前
市
大
内
九
四
六
番
地

倉
敷
自
動
車
学
校

倉
敷
市
中
庄
一
八
二
二

倉
敷
自
動
車
教
習
所

倉
敷
市
中
島
二
二
三
六

一
〇
〇

－

大
和
自
動
車
教
習
所

岡
山
市
中
区
海
吉
一
四
二
四

備
前
自
動
車
岡
山
教
習
所

岡
山
市
中
区
清
水
四
一
八

岡
山
自
動
車
教
習
所

岡
山
市
中
区
土
田
三
二
〇

ク
ラ
ボ
ウ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

倉
敷
市
北
浜
町
六
番
一
号

玉
野
自
動
車
教
習
所

玉
野
市
用
吉
一
六
九
七
番
地
の
一

旭
東
自
動
車
教
習
所

瀬
戸
内
市
邑
久
町
豆
田
一
〇
八
三
番
地

高
梁
自
動
車
学
校

高
梁
市
高
倉
町
田
井
一
四
六
七
番
地
の
五

沼
自
動
車
学
校

津
山
市
沼
一
二
一

勝
英
自
動
車
学
校

勝
田
郡
勝
央
町
平
一
二
二
七
番
地
の
六

笠
岡
自
動
車
学
校

笠
岡
市
十
番
町
一
番
二

津
山
自
動
車
学
校

津
山
市
林
田
六
二
五

稲
荷
自
動
車
教
習
所

岡
山
市
北
区
小
山
五
四
四

真
庭
自
動
車
学
校

真
庭
市
目
木
一
四
四
七
番
地

新
見
自
動
車
教
習
所

新
見
市
西
方
二
九
二
九
番
地
の
二

倉
敷
マ
ス
カ
ッ
ト
自
動
車
学
校

倉
敷
市
松
島
一
一
〇
九

新
倉
敷
自
動
車
学
校

倉
敷
市
玉
島
勇
崎
一
一
四
一

岡
山
も
も
た
ろ
う
自
動
車
学
校

岡
山
市
中
区
藤
崎
六
二
二

四

－

倉
敷
マ
ス
カ
ッ
ト
大
型
自
動
車
学
校

倉
敷
市
松
島
一
一
〇
九

令和５年９月２６日　岡山県公報　第１２５３５号



五

委
託
の
期
間

令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
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〔
四
八
四
〕
岡
山
県
自
然
環
境
保
全
審
議
会
か
ら
次
の
と
お
り
答
申
が
あ
っ
た
。 

令
和
五
年
九
月
二
十
六
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 
諮
問
年
月
日 

 
 

令
和
五
年
八
月
三
十
日 

二 

答
申
を
受
け
た
年
月
日 

 
 

令
和
五
年
九
月
十
一
日 

三 

諮
問
及
び
答
申
の
事
項 

 
 

高
梁
川
上
流
県
立
自
然
公
園
に
係
る
公
園
事
業
区
域
の
変
更
に
つ
い
て 

四 

そ
の
他 

 
 

諮
問
及
び
そ
の
答
申
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
庁
県
政
情
報
室
及
び
岡
山

県
備
中
県
民
局
に
お
い
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

令和５年９月２６日　岡山県公報　第１２５３５号



〔
四
八
五
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。

令
和
五
年
九
月
二
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

落
札
物
品
の
名
称
及
び
数
量

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ

で
使
用
す
る
電
気

－

使
用
予
定
電
力
量

一
二
、
三
二
一
、
○
○
○
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

二

納
入
期
間

令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
九
月
三
十
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ

総
務
課

－

岡
山
県
赤
磐
市
神
田
沖
一
一
七
四
番
一
号

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
五
年
九
月
五
日

五

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

四
国
電
力
株
式
会
社

香
川
県
高
松
市
丸
の
内
二
番
五
号

六

落
札
金
額

四
〇
一
、
〇
五
七
、
四
六
六
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
三
六
、
四
五
九
、
七
八

三
円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

令
和
五
年
七
月
二
十
一
日
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〔
四
八
六
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
。

令
和
五
年
九
月
二
十
六
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

落
札
物
品
の
名
称
及
び
数
量

岡
山
県
営
食
肉
地
方
卸
売
市
場
で
使
用
す
る
電
気

使
用
予
定
電
力
量

一
一
、
三
一
九
、
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
（
三
年
間
）

二

納
入
期
間

令
和
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
営
食
肉
地
方
卸
売
市
場
総
務
課

岡
山
市
中
区
桜
橋
一
丁
目
二
番
四
三
号

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
五
年
九
月
十
二
日

五

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

四
国
電
力
株
式
会
社

香
川
県
高
松
市
丸
の
内
二
番
五
号

六

落
札
金
額

三
七
一
、
五
四
二
、
九
七
二
円
（
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
三
三
、
七
七
六
、
六
三

三
円
）

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

八

入
札
公
告
日

令
和
五
年
七
月
二
十
八
日
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〔
四
八
七
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
国

土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。 

令
和
五
年
九
月
二
十
六
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

 

 

  

岡
山
県
全
域 

測

量

区

域 

基
本
測
量
（
航
空
重
力
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
七
月
三
十
一
日 

終

了

年

月

日 

令和５年９月２６日　岡山県公報　第１２５３５号



〔
四
八
八
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
児
島
湾
土
地
改
良
区
理
事
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施

す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。 

令
和
五
年
九
月
二
十
六
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

 

  

岡
山
市
南
区
西
七
区

地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
測
量
及
び

四
級
基
準
点
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
八
月
八
日
か
ら
同

年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和５年９月２６日　岡山県公報　第１２５３５号



〔
四
八
九
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
備
前
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
終
了
し
た
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
。 

令
和
五
年
九
月
二
十
六
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

 

 

  

和
気
郡
和
気
町
保
曽

地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
及
び
路
線

測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日 

終

了

年

月

日 

令和５年９月２６日　岡山県公報　第１２５３５号


